
 

 

 

 

 

 

 

調 査 概 要 

◆調査対象 和光市在住の満 20 歳以上の男女 ◆調査方法 郵送法 

◆標本数 2,000 ◆調査期間 平成 22 年６月１日（火）～６月 30 日（水）

◆有効回収数 831 

調
査
設
計
等

◆標本抽出 無作為抽出 

◆有効回収率 41.9％ 

調
査
項
目

１ 男女共同参画に関する意識について 

２ 家庭生活について 

３ 地域参加について 

４ 配偶者や恋人からの暴力について 

５ 仕事について    ６ 健康について 

７ 男女共同参画の取り組みについて 
 

※ 基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数です。 

※ 本文中の「百分率」は小数点第２位を四捨五入しているため、あるいは複数回答のため、数値の合計が 100

とならない場合があります。 

調 査 回 答 者 の 属 性 
 

１ 性別  

 基 数（人） 構成比（％）     

 女性 485 58.4     

 男性 335 40.3     

 （無回答） 11  1.3     

合  計  831 100.0     

 

２ 性／年代別 

 全体  女性 男性 無回答 

 基 数
（人） 

構成比
（％）

基 数
（人）

構成比
（％）

基 数
（人）

構成比
（％） 

基 数
（人）

構成比
（％）

 20 歳代 105 12.6 71 14.6 34 10.1 - -

 30 歳代 192 23.1 130 26.8 62 18.5 - -

 40 歳代 157 18.9 86 17.7 71 21.2 - -

 50 歳代 125 15.0 70 14.4 54 16.1 1 9.1

 60 歳代 138 16.6 73 15.1 65 19.4 - -

 70 歳以上 104 12.5 55 11.3 47 14.0 2 18.2

 （無回答） 10 1.2 - - 2 0.6 8 72.7

合  計 831 100.0 485 100.0 335 100.0 11 100.0

概要版 

わたしは「和光市男女共

同参画推進係わこうさん」

です。市民のみなさんに答

えていただいた調査結果を

紹介します。 
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１ 男女の地位の平等感 

 

「男女の地位の平等感」については、「平等（男女の地位は平等になっている）」は【学校で】

が最も高く、女性で６割台半ば、男性で７割台となっています。平等度の高さでは【法律や制

度で】、【地域で】などが順に続いており、いずれも男性が女性を上回っています。「男性（の方）

が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性（の方）が優遇されている」を合わせた

≪男性が優遇（合計）≫は、【社会通念・慣習などで】が女性で７割台半ばを超え、男性で６割

強と最も高く、次いで、女性では【社会全体で】、【職場で】、男性では【職場で】、【社会全体で】

の順に高くなっています。 

女性／平成22年度 (485)
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無回答 
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社会通念・慣習などで 

社会全体で 

 

(%) 

(%) 

(%) 

平等 男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
男性が優遇 

どちらかといえば
女性が優遇 

女性が非常に 
優遇 

無回答 

平等 

男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
女性が優遇 

平等 

男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
男性が優遇 

どちらかといえば
女性が優遇 

無回答 

平等 

男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
男性が優遇 

平等 

男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
男性が優遇 

どちらかといえば
女性が優遇 

女性が非常に優遇 

無回答 

平等 男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
男性が優遇 

どちらかといえば
女性が優遇 

女性が非常に優遇 

無回答 

平等 男性が非常に 
優遇 

どちらかといえば
男性が優遇 

どちらかといえば
女性が優遇 

女性が非常に優遇

無回答 

どちらかといえば女性が優遇 

２

≪男性が優遇（合計）≫ ≪女性が優遇（合計）≫ ≪男性が優遇（合計）≫ 

≪男性が優遇（合計）≫ 

≪男性が優遇（合計）≫ 

≪男性が優遇（合計）≫ 

≪女性が優遇（合計）≫

≪男性が優遇（合計）≫ 

≪男性が優遇（合計）≫ 
≪女性が優遇（合計）≫

≪女性が優遇（合計）≫

≪女性が優遇（合計）≫

≪女性が優遇（合計）≫

女性が非常に優遇 
≪女性が優遇（合計）≫

どちらかといえば
男性が優遇 



 

 

 

２ 性別による固定的な役割分担意識 

 

『「男は仕事、女は家庭」という性別による固定的な役割分担意識』については、「同感しない」が

全体で半数を占め、女性で５割台半ば、男性で４割台半ばと、女性が男性をやや上回っていま

す。一方、「同感する」は女性で１割強、男性で２割強と、男性が女性を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭内での夫婦の立場」については、A「家庭内では妻と夫は対等に話し合うべき」が男女

ともに大半を占めています。「子育ての方針」では、A「やさしい男の子やたくましい女の子が

いてもいい」が女性で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.8 46.6 30.4

1.2 0.0

12.2 53.6 32.0 1.9 0.4

16.2 50.4 31.5

1.6

0.2
全体(８３１) 

女性(４８５) 

男性(３３５) 

(%) 

同感する 同感しない どちらとも 

いえない 

わからない 無回答 

平成22年度
n=(831)

平成17年度
n=(818)
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n=(485)

平成17年度
n=(455)

平成22年度
n=(335)

平成17年度
n=(350)
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19.8

23.1
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どちらかというとＡに近い Ａに近い
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どちらかというとＢに近い Ｂに近い

（%）

Ａの意見 

家庭内では妻と夫は対等に話し合うべき 
Ｂの意見 

家庭内では妻は夫の意見に従うべき 

Ａの意見 

やさしい男の子やたくましい女の子が

いてもいい 

Ｂの意見 

男の子は「男らしく」、女の子は 

「女らしく」あるべきだ 

平成22年度
n=(831)

平成17年度
n=(818)

平成22年度
n=(485)

平成17年度
n=(455)

平成22年度
n=(335)

平成17年度
n=(350)
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家
庭
内
で
の
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の
立
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子
育
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の
方
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全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

全体 

女性 

男性 

３



 

 

「妊娠・出産」については、A「妊娠・出産は女性自身の負担が大きいので、女性の意見を尊重しなが

ら考えた方がよい」が、「風俗広告の規制」については、A「電話ボックスや街中の壁の風俗広告は規

制すべき」が大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 女性の人権が尊重されていないと感じるとき 

 

「女性の人権が尊重されていないと感じるとき」については、「レイプ（強姦）などの女性へ

の性暴力」、「セクシュアル・ハラスメント」、「夫や恋人などからの暴力」が多く、性別では、全

体的に女性が男性を上回っています。また、特に「セクシュアル・ハラスメント」、「女性のヌード写真

を掲載した雑誌・インターネットサイト」については、女性が男性に比べて高くなっています。 
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な
ど
の

女
性
へ
の
性
暴
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セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト 

夫
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力 

売
春
、
買
春
、
援
助
交

際 女
性
の
身
体
の
一
部
や
こ
び

た
ポ
ー
ズ
な
ど
を
内
容
と

無
関
係
に
掲
載
し
た
広
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女
性
の
ヌ
ー
ド
写
真
を

掲
載
し
た
雑
誌
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト 

ポ
ル
ノ
映
画
・
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ 

女
性
の
容
姿
を
競
う 

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど 

そ
の
他 

特
に
感
じ
な
い 

無
回
答 

Ａの意見 

妊娠・出産は女性自身の負担が大きいので、

女性の意見を尊重しながら考えた方がよい 

Ｂの意見 

妊娠・出産は夫婦だけでなく「家」の問題で

あるため、男性の意見を尊重した方がよい 

Ａの意見 

電話ボックスや街中の壁の風俗広告は

規制すべき 

Ｂの意見 

電話ボックスや街中の壁などの風俗広告も、利用

する人がいるのだから規制したりすべきではない
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１ 家庭生活での役割分担 

 

「家庭生活での役割分担」については、「共同して分担」は重大事項の決定（高額な商品や土

地、家屋の購入など）で過半数と多くなっています。「主として女性」は【家事（炊事・洗濯・

掃除など）】、【家計の管理】で多く、「主として男性」は【生活費の確保】で多くなっています。 
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1.5

6.3

1.8

28.0 52.6 7.6

2.1

6.2 3.5

20.9 18.8 52.2

0.9
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31.9
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0.4
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1.0

22.3 5.4

家 

事 

子 

育 

て 
介 

護 

地
域
の
行
事
へ
の
参
加 

自
治
会
、
PTA
活
動 

生
活
費
の
確
保 

家
計
の
管
理 

重
大
事
項
の
決
定 

主として男性 主として女性 

共同して分担 

その他

該当しない 

無回答 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 ｎ＝485  男性 ｎ＝335

主として男性 主として女性 

共同して分担 

その他

該当しない 

無回答 

主として男性 

主として女性 

共同して分担 その他

該当しない 

主として男性 主として女性 

共同して分担 

その他

該当しない 

主として男性 

主として女性 

共同して分担 その他

該当しない 

無回答 

無回答 

無回答 

主として男性 主として女性 

共同して分担 

その他

該当しない 

主として男性 主として女性 

共同して分担 その他 

該当しない 

主として男性 主として女性 

共同して分担 

その他

該当しない 

無回答 

無回答 

無回答 

５



 

 

 

２ 平日や休日に家事・子育て・介護にかかわる時間 

 

平日に「家事・子育て・介護にかかわる時間」については、女性は、「３～５時間未満」、「８

時間以上」など男性よりも長くなっています。また、休日では、男性も平日よりは長くなるも

のの、女性でも長時間の割合が高くなり、家事・子育て・介護にかかわる負担は平日、休日と

もに女性に偏っていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 男女がともに家事・子育て・介護へ参加するために必要だと思うこと 

 

「男女がともに家事・子育て・介護へ参加するために必要だと思うこと」については、「企業

が男女ともに仕事と家庭生活を両立できる職場環境を整える」が最も多くなっています。次い

で「育児休業・介護休業制度の一層の普及を図る」、「フレックスタイム制や在宅勤務などを普

及させる」、「学校で男女平等意識を育てる教育を推進する」の順となっています。 
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図
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レ
ッ
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ス
タ
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制
や
在

宅
勤
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な
ど
を
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及
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せ
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で
男
女
平
等
意
識
を

育
て
る
教
育
を
推
進
す
る 

労
働
時
間
を
短
縮
す
る 

男
女
の
役
割
分
担
を
な
く

す
た
め
の
啓
発
活
動
を
さ

ら
に
進
め
る 

そ
の
他 

無
回
答 

平 

日 

休 

日 

女性(４８５) 

男性(３３５) 

 

(%) 
なし １～３時間未満 ５～８時間未満 

８時間以上 

１時間未満 ３～５時間未満 無回答 

女性(４８５) 

男性(３３５) 

 

６



 

 

 

 

 

１ 社会活動の参加実態 

 

過去３年間に「参加したことがある社会活動」については、「趣味やスポーツの活動」が最も

多くなっています。次いで「自治会、商店街等の地域活動」、「保育園・幼稚園等の保護者会、

学校のＰＴＡ活動」の順となっていますが、「参加していない」も多く、特に男性では３割台半

ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の参加意向 

 

今後参加してみたい活動は、「趣味やスポーツの活動」が最も多くなっています。次いで「地

域の仲間が集って行う勉強会や研究会」、「環境問題、消費者問題、リサイクル等の市民活動」、

「高齢者や障害者の介護・介助等のボランティア活動」の順となっています。「参加したいとは

思わない」は２割を下回っています。 

36.5

30.1

13.4

2.5 3.1

23.1

28.7

7.28.2

13.2
9.7

35.8

3.9
6.0

7.8

30.1

24.8

11.0

7.8 7.2

3.6

11.0

0

5

10

15

20

25

30

35

40
(%)

女性

男性

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動 

自
治
会
、
商
店
街
等
の
地
域

活
動 

保
育
園
・
幼
稚
園
等
の
保
護

者
会
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

地
域
の
仲
間
が
集
っ
て
行
う

勉
強
会
や
研
究
会 

子
ど
も
会
や
子
ど
も
の
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
の
指
導
や
世
話 

環
境
問
題
、
消
費
者
問
題
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
の
市
民
活
動 

高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護
・

介
助
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動 審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
政

策
決
定
に
関
わ
る
活
動 

そ
の
他
の
活
動 

参
加
し
て
い
な
い 

無
回
答 

15.3

4.5
6.6

14.0

40.4

22.1

8.7

5.2
7.2

14.2 14.4
15.8

2.7

14.9

8.4

16.117.0

40.6

11.3 10.7

6.6

18.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45
(%)

女性

男性

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動 

地
域
の
仲
間
が
集
っ
て
行
う

勉
強
会
や
研
究
会 

環
境
問
題
、
消
費
者
問
題
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
の
市
民
活
動 

高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護
・

介
助
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動 子
ど
も
会
や
子
ど
も
の
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
の
指
導
や
世
話 

審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
政

策
決
定
に
関
わ
る
活
動 

自
治
会
、
商
店
街
等
の
地
域

活
動 

保
育
園
・
幼
稚
園
等
の
保
護

者
会
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

そ
の
他
の
活
動 

参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い 

無
回
答 

７



 

 

 

３ 自治会等の役職、議員、行政委員における女性の割合が低い理由 

 

「自治会等の役職、議員、行政委員における女性の役割が低い理由」については、「男性がな

る方が良い（なるものだ）と思っている人が多いから」が女性で４割台半ばと、男性の約４割

に比べて高く、「女性の登用に対する認識や理解が足りないから」が女性で約４割と、男性の３

割強に比べて高くなっています。「女性自身が役職に対する関心がないから」は男女ともに約３

割となっています。 

45.6

32.2

20.8

11.8

7.0
8.0

28.9

19.0
15.5

19.2

4.5

17.6
15.2

16.4

38.2
40.3

29.3

17.0
19.4

7.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

(%)

女性

男性

男
性
が
な
る
方
が
良
い
（
な
る
も

の
だ
）
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
か

ら 女
性
の
登
用
に
対
す
る
認
識
や
理

解
が
足
り
な
い
か
ら 

女
性
自
身
が
役
職
に
対
す
る
関

心
が
な
い
か
ら 

女
性
は
指
導
力
が
低
い
と
い
う
よ

う
な
能
力
に
対
す
る
偏
見
が
あ

る
か
ら 

女
性
が
経
験
や
力
を
つ
け
る
チ
ャ

ン
ス
が
な
い
か
ら 

女
性
は
控
え
め
な
方
が
よ
い
と
い

う
社
会
意
識
が
あ
る
か
ら 

地
域
の
会
長
や
政
策
決
定
の
場
に

出
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
の
人
材

が
い
な
い
か
ら 

女
性
が
女
性
の
活
躍
を
は
ば
む
雰

囲
気
が
あ
る
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

８



 

 

 

 

 

１ 夫婦・恋人間の暴力の認識 

 

「夫婦・恋人間の暴力の認識」については、『身体に対する行為』ではほとんどの項目で、「ど

んな場合でも暴力にあたる」が多く、『精神的な嫌がらせ、脅迫行為』の中の【刃物などを突き

つけて、おどす】、『強制的な性行為』の中の【いやがるのに、性的な行為を強要する】につい

ても多くなっています。また、『精神的な嫌がらせ、脅迫行為』、『強制的な性行為』、『経済的な

行為』では性別による意識の差がみられます。 

(335)

平手でぶつ、足でける (335)

物を投げつける (335)

身体を傷つける可能性のある物で、な
ぐる

(335)

突き飛ばしたり、壁にたたきつけたりす
る

(335)

打ち身や切り傷などのケガをさせる (335)

骨折させる (335)

刃物などを突きつけて、おどす (335)

ドアをけったり、壁に物を投げて、おど
す

(335)

なぐるふりをしておどす (335)

何を言っても、長時間無視し続ける (335)

交友関係や電話、郵便物等を細かく
監視する

(335)

「誰のおかげで生活できるのか」などと
言う

(335)

大声でどなる (335)

人格を否定するような暴言を吐く (335)

いやがるのに、性的な行為を強要する (335)

見たくないのに、ポルノビデオやポル
ノ雑誌を見せる

(335)

生活費を渡さない (335)

仕事をやめさせる (335)

74.6

93.7

87.8

88.4

94.0

92.8

66.9

60.3

35.2

41.2

47.8

44.8

70.4

76.1

67.8

59.7

42.7

9.6

27.5

33.4

49.9

41.5

37.6

45.4

24.2

20.6

21.5

31.3

47.2

13.1

14.3

12.2

8.4

8.1

4.5

3.6

3.6

9.0

21.5

8.1

6.9

1.5

3.3

3.9

3.6

0.6

0.6

0.6

0.9

0.6

1.5

2.1

2.1

2.7

1.8

2.1

1.5

2.4

3.0

1.8

2.4

2.1

2.1

1.8

2.1

1.8

2.1

2.4

(%)
68.7 29.6

0.6

1.2

ど
ん
な
場
合
で
も
暴

力
に
あ
た
る

暴
力
の
場
合
と
そ
う

で
な
い
場
合
が
あ
る

暴
力
に
あ
た
る
と
は

思
わ
な
い

無
回
答

ｎ

(485)

平手でぶつ、足でける (485)

物を投げつける (485)

身体を傷つける可能性の
ある物で、なぐる

(485)

突き飛ばしたり、壁に
たたきつけたりする

(485)

打ち身や切り傷などの
ケガをさせる

(485)

骨折させる (485)

刃物などを突きつけて、
おどす

(485)

ドアをけったり、壁に物を
投げて、おどす

(485)

なぐるふりをしておどす (485)

何を言っても、長時間
無視し続ける

(485)

交友関係や電話、郵便物
等を細かく監視する

(485)

「誰のおかげで生活できる
のか」などと言う

(485)

大声でどなる (485)

人格を否定するような
暴言を吐く

(485)

いやがるのに、性的な
行為を強要する

(485)

見たくないのに、ポルノ
ビデオやポルノ雑誌を見せる

(485)

生活費を渡さない (485)

仕事をやめさせる (485)

78.4

93.4

92.0

88.7

94.2

95.3

75.9

67.8

42.7

49.3

63.9

61.4

80.0

84.7

74.8

69.1

57.1

19.6

26.4

43.3

37.1

26.2

32.4

15.7

11.3

18.1

21.2

34.2

10.3

9.9

16.5

2.9

4.1

7.4

2.1

1.0

1.2

0.4

0.2

1.0

1.4

6.4

3.1

0.8

0.4

3.1

6.0

4.9

0.2

3.9

3.3

3.7

3.9

3.7

3.5

3.5

4.3

3.7

3.7

3.5

3.1

3.5

3.5

3.9

3.7

3.7

(%)
72.4 23.9

0.2

3.5

ど
ん
な
場
合
で
も
暴

力
に
あ
た
る

暴
力
の
場
合
と
そ
う

で
な
い
場
合
が
あ
る

暴
力
に
あ
た
る
と
は

思
わ
な
い

無
回
答

ｎ

身
体
に
対
す
る
行
為 
精
神
的
な
嫌
が
ら
せ
、
脅
迫
行
為 

強
制
的
な
性
行
為 

経
済
的
な
行
為 

女性 男性 

９



 

 

 

２ 配偶者・恋人への加害経験の有無 

 

「配偶者・恋人への加害経験の有無」については、「何度もあった」と「１、２度あった」を

合わせた≪経験がある（合計）≫は『身体に対する行為』の中の【平手でぶつ、足でける】、【物

を投げつける】、『精神的な嫌がらせ、脅迫行為』の中の【大声でどなる】、【何を言っても、長

時間無視し続ける】で多くなっています。 

(335)

平手でぶつ、足でける (335)

物を投げつける (335)

身体を傷つける可能性のある物で、な
ぐる

(335)

突き飛ばしたり、壁にたたきつけたりす
る

(335)

打ち身や切り傷などのケガをさせる (335)

骨折させる (335)

刃物などを突きつけて、おどす (335)

ドアをけったり、壁に物を投げて、おど
す

(335)

なぐるふりをしておどす (335)

何を言っても、長時間無視し続ける (335)

交友関係や電話、郵便物等を細かく
監視する

(335)

「誰のおかげで生活できるのか」などと
言う

(335)

大声でどなる (335)

人格を否定するような暴言を吐く (335)

いやがるのに、性的な行為を強要する (335)

見たくないのに、ポルノビデオやポル
ノ雑誌を見せる

(335)

生活費を渡さない (335)

仕事をやめさせる (335)

14.0

13.7

26.9

10.7

40.3

11.3

77.0

88.1

83.6

86.6

89.9

89.9

75.2

74.9

59.4

85.1

78.2

43.0

77.3

83.6

87.2

88.7

87.8

9.3

9.3

9.6

9.9

9.6

9.9

9.3

9.9

10.4

9.6

9.6

9.3

9.6

9.9

9.9

9.6

9.6

0.3

0.3

0.6

0.3

0.9

1.8

7.5

1.5

3.3

1.5

1.5

0.3

2.7

1.5

2.7

5.7

5.4

0.6

3.6

6.6

2.7

13.1

(%)
20.6 67.8 9.0

2.7

ｎ

何
度
も
あ

っ

た １

、
２
度

あ

っ
た

ま

っ
た
く
な

い 無
回
答

(485)

平手でぶつ、足でける (485)

物を投げつける (485)

身体を傷つける可能性の
ある物で、なぐる

(485)

突き飛ばしたり、壁に
たたきつけたりする

(485)

打ち身や切り傷などの
ケガをさせる

(485)

骨折させる (485)

刃物などを突きつけて、
おどす

(485)

ドアをけったり、壁に物を
投げて、おどす

(485)

なぐるふりをしておどす (485)

何を言っても、長時間
無視し続ける

(485)

交友関係や電話、郵便物
等を細かく監視する

(485)

「誰のおかげで生活できる
のか」などと言う

(485)

大声でどなる (485)

人格を否定するような
暴言を吐く

(485)

いやがるのに、性的な
行為を強要する

(485)

見たくないのに、ポルノ
ビデオやポルノ雑誌を見せる

(485)

生活費を渡さない (485)

仕事をやめさせる (485)

9.9

20.2

8.2

20.8

11.5

76.3

89.1

86.8

90.1

91.3

89.9

80.8

84.5

66.0

81.9

87.2

61.2

76.1

88.9

90.7

88.9

90.5

7.8

8.0

8.9

9.1

8.5

8.2

8.2

8.2

8.2

8.0

8.2

8.0

8.5

8.2

1.4

0.4

0.4

0.2

0.8

0.8

6.0

1.6

1.4

4.7

1.2

1.0

0.2

14.4

2.5

3.9

10.1

3.1

1.6

1.2

1.6

1.2

0.6

1.9

5.8 8.9

7.8

7.6

(%)
19.6 69.1

3.9 7.4

ｎ

何
度
も
あ

っ

た １

、
２
度

あ

っ
た

ま

っ
た
く
な

い 無
回
答

身
体
に
対
す
る
行
為 

精
神
的
な
嫌
が
ら
せ
、
脅
迫
行
為 

強
制
的
な
性
行
為

経
済
的
な
行
為 

女性 男性 

10

≪経験がある（合計）≫ ≪経験がある（合計）≫ 



 

 

 

３ 加害行為に至ったきっかけ 

 

「加害行為に至ったきっかけ」については、「イライラがつのり、ある出来事がきっかけで感

情が爆発した」が最も多くなっています。次いで「相手がそうされても仕方がないようなこと

をした」、「相手が自分の言うことを聞こうとしないので、行動でわからせようとした」の順と

なっています。また、「相手が自分の言うことを聞こうとしないので、行動でわからせようとし

た」は男性が女性を大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 配偶者・恋人からの被害経験の有無 

 

『身体に対する行為』、『精神的な嫌がらせ、脅迫行為』、『強制的な性行為』、『経済的な行為』

の４つの行為のうち、何らかの被害経験があった人は、女性で３割を超え、男性で約２割とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.5

36.7

11.8

2.0

9.4
6.1

9.0

1.2

20.0

7.25.36.3

28.5

34.3

51.7

7.2

2.9 1.4

0

10

20

30

40

50

60

(%)

女性

男性

イ
ラ
イ
ラ
が
つ
の
り
、
あ
る
出
来

事
が
き
っ
か
け
で
感
情
が
爆
発
し

た 相
手
が
そ
う
さ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
よ
う
な
こ
と
を
し
た 

相
手
が
自
分
の
言
う
こ
と
を
聞
こ

う
と
し
な
い
の
で
、
行
動
で
わ
か

ら
せ
よ
う
と
し
た 

相
手
が
自
分
に
対
し
て
危
害
を
加

え
て
き
た
の
で
、
身
を
守
ろ
う
と

思
っ
た 

親
し
い
関
係
で
は
こ
う
し
た
こ
と

は
当
然
で
あ
る 

そ
の
他 

覚
え
て
い
な
い 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

11

4.5%

15.2%

71.6%

8.7%

男 性
n=335

何らかの行為が
何度もあった

何らかの行為が
１、２度あった

ない

無回答

11.3%

21.0%

62.3%

5.4%

女 性
n=485

何らかの行為が
何度もあった

何らかの行為が
１、２度あった

ない

無回答



 

 

 

５ 配偶者・恋人からの暴力によって命の危険を感じたこと 

 

「配偶者・恋人からの暴力によって命の危険を感じたこと」は、「感じたことはない」が男女

ともに約８割を占めています。また、「感じたことがある」については、女性で１割台半ば、男

性で１割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 暴力に関する相談 

 

「暴力に関する相談」については、「相談した」は、女性では 3 割台後半であるのに対して、

男性では 1 割台半ばとなっています。また、「相談できなかった」は、女性で１割台半ばとなっ

ています。そして、「相談しようとは思わなかった」は、女性で４割、男性で７割台後半となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5%

87.9%

10.6%

男 性
n=66

感じたことが
ある

感じたことはな
い

無回答
3.2%

79.6%

17.2%

女 性
n=157

感じたことが
ある

感じたことはな
い

無回答

15.2% 3.0%

77.3%

4.5%

男 性
n=66

相談した

相談できなかっ
た

相談しようとは
思わなかった

無回答

38.2%

15.3%

40.1%

6.4%

女 性
n=157

相談した

相談できなかっ
た

相談しようとは
思わなかった

無回答
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67.0 66.4

59.6

51.1

38.8

31.3

57.5
54.6 54.2

60.8

37.1

24.7

3.9
0.2 3.3

30.1
34.6

49.651.051.0
48.7

54.9

45.7 44.8

38.2

31.3
27.2

1.8 1.8 2.1
0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

女性

男性

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る 

家
族
の
理
解
・
協
力 

代
替
要
員
の
確
保
な
ど
、
育
児
休

業
や
介
護
休
業
を
取
得
で
き
る

環
境
を
つ
く
る 

在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
な
ど
、
柔
軟
な
勤
務
制
度
を

導
入
す
る 

育
児
休
業
・
介
護
休
業
中
の
賃
金

そ
の
他
の
経
済
的
保
障
を
充
実
す

る 育
児
や
介
護
等
の
た
め
退
職
し
た

人
の
再
雇
用
制
度
を
導
入
す
る 

女
性
自
身
が
意
欲
・
能
力
を
高
め

る 介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る 

女
性
の
昇
進
等
の
機
会
を
男
性
と

平
等
に
確
保
す
る 

給
与
等
の
男
女
格
差
を
廃
止
す

る セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
職
場
環
境
を
つ
く
る 

知
識
・
技
術
等
の
研
修
機
会
を
確

保
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

１ 女性が働き続けるのに必要なこと 

 

「女性が働き続けるのに必要なこと」については、「保育サービスを充実する」が最も多くなってい

ます。次いで「家族の理解・協力」、「代替要員の確保など、育児休業や介護休業を取得できる環境をつ

くる」、「在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入する」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 男性の育児休業取得への抵抗感 

 

「男性の育児休業取得への抵抗感」については、全体では、「全く抵抗がない」と「抵抗がない」を

合わせた≪抵抗がない（合計）≫は、男女ともに過半数となっています。一方、「多少抵抗がある」と

「かなり抵抗がある」を合わせた≪抵抗がある（合計）≫は、男性が女性を上回っています。 

3.0%

16.7%

29.9%

21.5%

29.0%

男 性
n=335

全く
抵抗がない

抵抗がない

多少
抵抗がある

無回答

かなり
抵抗がある

7.4%

18.8%

20.4%
22.9%

30.5%
女 性
n=485

全く
抵抗がない

抵抗がない
多少抵抗がある

無回答

かなり
抵抗がある
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３ 女性の就業についての意識（一般的に望ましい働き方） 

 

「女性の就業についての意識（一般的に望ましい働き方）」については、「子育ての時期だけ

一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた）」が女性で２割台前半、男性で１

割台後半と女性が男性を上回っています。また、「結婚や出産にかかわらず、仕事を続けている

（いた）」、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続けている（いた）」は

ともに 1 割台半ばとなっており、性別による差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 女性の労働力率と潜在的労働力率 

 

「女性の労働力率」については、M 字曲線の底となっていた 30 歳代の労働力率が平成 17

年度に比べて上がり、カーブが緩やかになりました。一方で、「潜在的女性労働力率」について

は、20 歳代でほぼ全数、30 歳代、40 歳代でも９割近くとなっており、希望と実際の労働状

況が大きく異なっていることが分かります。また、20 歳代の潜在的女性労働力率は、平成 17

年度に比べて上がり、30 歳代と 50 歳代以上では下がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※女性労働力率･････････女性の労働力人口を 15 歳以上人口で割ったもの 

※潜在的女性労働力率･･･労働力人口に非労働力人口のうち就業希望者を加え、15 歳以上人口で割ったもの 

39.7

1.8

61.469.862.3

73.2

98.6

89.2

88.4

72.9

47.9

5.5

67.2

48.8

67.2
52.0

38.3
13.4

51.2

69.0

78.7
88.1

94.1

95.5

0

20

40

60

80

100

女

性

2

0
歳

代

女

性

3

0
歳

代

女

性

4

0
歳

代

女

性

5

0
歳

代

女

性

6

0
歳

代

女

性

7

0
歳

以

上

女性労働力率 潜在的女性労働力率

平成17年度女性労働力率 平成17年度潜在的女性労働力率

（%）

15.5 16.1 17.0

1.8

14.9 8.7

0.3

6.0 6.3 13.4

18.6 17.7 23.7

0.8

7.8 5.4

0.6

4.3 7.2 13.8女性(４８５) 

男性(３３５) 

 

(%) 

結婚や出産にかかわらず、
仕事を続けている（いた）なし 

子育ての時期だけ一時やめ、その後は
パートタイムで仕事を続けている（いた）

子どもができるまで仕事を持ち、子どもがで

きたら家事や子育てに専念している（いた） 

結婚するまでは仕事を持ち、結婚
後 から家 事 や子 育 てに専 念 して
いる（いた） 

子育ての時期だけ一時やめ、その
後はフルタイムで仕事を続けている
（いた） 

結婚するまでは仕事を持たず、
結婚後または子育て終了後から
仕事を持っている（いた） 

無回答 

仕事はもっていない（いなかった） 
その他 
わからない 
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１ 性感染症の予防方法の認知度 

 

「性感染症の予防方法の認知度」については、「知っている」が男女ともに８割を超えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 性感染症の予防対策として必要なこと 

 

「性感染症の予防対策として必要なこと」については、全体で、「性感染症に関する知識の普

及啓発」が最も多く、次いで「学校における性教育の充実」の順となっています。女性では「売

買春に対する取り締まりの強化」が男性に比べて高くなっています。 

2.7%

14.0%

83.3%

男 性
n=335

知っている

知らない

無回答

4.1%

12.8%

83.1%

女 性
n=485

知っている

知らない

無回答

73.2

52.6

31.8
27.8 26.6

20.1

13.4
10.2

2.5 0.7

20.1
15.8

0.4

17.9

-

74.2

51.3

22.2 22.6 24.7

13.3 14.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

女性

男性

性
感
染
症
に
関
す
る
知
識
の
普

及
啓
発 

学
校
に
お
け
る
性
教
育
の
充
実 

売
買
春
に
対
す
る
取
り
締
ま
り

の
強
化 

人
間
関
係
、
心
の
ケ
ア
と
連
携

し
た
予
防
教
育
の
充
実 

家
庭
に
お
け
る
性
教
育
の
促
進 

有
害
な
性
情
報
に
対
す
る
規

制
の
強
化 

雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
お
け
る

過
激
な
性
表
現
の
抑
制 

中
高
生
な
ど
が
性
風
俗
の
情
報

に
接
す
る
機
会
を
少
な
く
す
る 

学
校
、
家
庭
以
外
の
社
会
教
育

の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

15



 

 

 

３ 日常生活での不満、悩み、苦労、ストレスの有無 

 

「日常生活での不満、悩み、苦労、ストレスの有無」については、「多少ある」と「大いにあ

る」を合わせた≪ある（合計）≫が女性で６割台半ば、男性で５割台半ばと、女性が男性を上

回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 日常生活での不満、悩み、苦労、ストレスの原因 

 

「日常生活での不満、悩み、苦労、ストレスの原因」については、男性では「勤務問題（転

勤・仕事の不振・職場の人間関係・長時間労働等）」、女性では「家庭問題（家族関係の不和・

子育て・家族の介護・看病等）」が過半数で最も多くなっています。 

3.3%

7.8%

32.5%
38.8%

17.6%

男 性
n=335

大いにある

多少ある

あまりない

まったくない

無回答

3.5%

24.7%

41.2%

26.2%

4.3%

女 性
n=485

大いにある

多少ある

あまりない

まったくない

無回答

41.3

50.6

38.8

23.8

8.4
5.3

0.5

6.9

-
1.9 0.5

3.7

25.9
28

23.8

57.1

0

10

20

30

40

50

60
(%)

女性

男性

勤
務
問
題 

（
転
勤
・
仕
事
の
不
振
・
職
場
の

人
間
関
係
・長
時
間
労
働
等
） 

家
庭
問
題 

（
家
族
関
係
の
不
和
・
子
育
て
・

家
族
の
介
護
・
看
病
等
） 

健
康
問
題 

（
自
分
の
病
気
の
悩
み
・
身
体

の
悩
み
等
） 

経
済
生
活
問
題 

（
倒
産
・
事
業
不
振
・
負
債
・
失

業
等
） 

男
女
問
題 

（
失
恋
・
結
婚
を
め
ぐ
る
悩
み
） 

学
校
問
題 

（
い
じ
め
・
学
業
不
振
・
教
師
と

の
人
間
関
係
等
） 

そ
の
他 

無
回
答 
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１ 男女共同参画の推進で和光市に期待すること 

 

「男女共同参画の推進で和光市に期待すること」については、「子育て支援の充実」が最も多く、次

いで「高齢者支援の充実」、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に向けた企業への働きか

け」、「就職・再就職や起業等による女性の就業支援の充実」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 男女共同参画社会の実現のために重点的に解決すべき課題 

 

「男女共同参画社会の実現のために重点的に解決すべき課題」については、「あらゆる暴力（Ｄ

Ｖ、セクハラ、児童虐待など）の根絶」が最も多く、次いで「子育てにおける男女共同参画の

推進」、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」、「男女の人権を尊重する意識の浸透」、

「働く場における男女共同参画の推進」の順となっています。 

59.8
55.1

23.924.9
20.6

39.6

5.8

0.6

5.610.311.812.814.6

20.4

36.3

25.2
28.526.2

15.817.6

50.7

20.3
24.2

31.0

46.0

6.64.86.6
11.912.8

16.714.3
22.1

28.123.326.0

0

10

20

30

40

50

60

70
(%)

女性

男性

27.8
30.1

20.2

16.9
19.6

12.0
9.5 8.7

6.2 5.4 5.6
2.9

9.7

26.0

22.1 21.8 21.8

13.7

9.9 10.1
7.2

10.1
7.8

4.8
6.6

9.0

0

5

10

15

20

25

30

35
(%)

女性

男性

あ
ら
ゆ
る
暴
力
（Ｄ
Ｖ
、
セ
ク

ハ
ラ
、
児
童
虐
待
な
ど
）の
根

絶
虐
待
な
ど
）の
根
絶 

子
育
て
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
） 

男
女
の
人
権
を
尊
重
す
る

意
識
の
浸
透 

働
く
場
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進 

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
意
識
の
解
消 

男
女
平
等
教
育
の
推
進 

生
涯
を
通
じ
た
生
と
性
の

健
康
支
援 

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進 

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
体
制
の
整
備 

国
際
社
会
「
平
等
・
開
発
・

平
和
」
へ
の
貢
献 

政
策
や
方
針
・
立
案
の
場
へ

の
男
女
共
同
参
画 

無
回
答 

子
育
て
支
援
の
充
実 

高
齢
者
支
援
の
充
実 

ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
（仕
事
と
生
活
の

調
和
）に
向
け
た
企
業
へ
の
働
き
か
け 

就
職
・
再
就
職
や
起
業
等
に
よ
る
女
性
の

就
業
支
援
の
充
実 

学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の
推
進 

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
充
実 

配
偶
者
や
恋
人
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の

根
絶
に
向
け
た
啓
発
と
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
、

書
籍
、
資
料
等
の
収
集
・
提
供 

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
支
援 

地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
人
へ
の
支
援 

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
支
援 

自
主
的
な
学
習
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
支
援 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
講
座
等
の
企
画
・
開
催 

男
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
充
実 

男
性
向
け
の
講
座
の
開
催 

調
査
・
研
究
機
能
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 
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